






れた関係式とよく一致する。№ A1～A7の2.25Cr-1Mo-
0.3V鋼溶接金属が焼戻しベイナイト組織であるのに対
し，Mod.9Cr-1Mo鋼は焼戻しマルテンサイト組織であ
る。両者の予測式がよく一致することから，式（3）は
Cr-Mo鋼のほかの成分系に対しても適用できる可能性が
高い。
　つぎに，Monkman-Grant則の予測に必要とされる経
過時間を検討するため，№ A1～A7





Grant則，Ω法の順であった。修正θ法で予測精度が高
い理由として，定常クリープ域だけでなく加速クリープ
域まで解析に用いているためと考える。
　最小クリープ速度を必要とするMonkman-Grant則は，
破断時間の15～20％で予測できるが，Ω値を必要とする
Ω法は，破断時間の60～70％の経過時間が必要であっ


